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症例報告

Diazepam静脈内鎮静法による

心疾患患者4名の抜歯経験
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岩手医科大学医学部麻酔科講座串⇔（主任：涌沢玲児教授）

〔受付：1983年1月14日〕

　抄録：心疾患を合併する高令者4名の歯科治療にのべ8回のDiazepam静脈内鎮静法を施行し，若干の知見

を得たので報告する。症例1：87才男性，主訴は巳歯牙破折。昭和49年より高血圧症，冠不全，狭心症のため

内科で加療中であった。血圧は術前に190／90mmHgと高値であったが，　Diazepam　2．5mg投与で良好な鎮静

状態となり，局麻下に投歯したが術中心電図に異常波形はみなかった。症例II：84才男性，主訴は多数歯残根

による咀噛障害である。昭和45年より高血圧症，冠動脈硬化症，糖尿病を指摘され加療中であった。術前過度

の緊張から血圧230／90mmHgと高かったが，　Diagepam　2．5mgと局麻剤の併用により抜歯を施行しえた。症

例III：64才男性，主訴週C　4による咀噛障害。昭和49年より狭心症のため加療中であった。　Diazepam　7．5mg投

与で舌根沈下が起き，Jaw　Liftによる気道確保を要した。局麻薬使用下で抜歯を行ったが，狭心症発作等の合

併症はみられなかった。症例IV：69才男性，主訴残根による咀噌障害。昭和55年より心房細動，冠不全のため

加療中であった。Diazepam投与中，心室性期外収縮が一時みられたが，　Diazepam投与後良好な鎮静状態と

なり，局麻薬を併用し抜歯を施行した。

Key　words：diazepam　sedation，　four　patients　with　heart　disease，　teeth　extructions・

緒 言

　近年医療の進歩と共に高令者時代を迎え，糖

尿病，高血圧症，虚血性心疾患などを有する歯

科疾患患者が増加している。歯科治療は総じて

外科的処置が多く，精神的緊張の外，呼吸循環

系への負荷が加わり，これら全身疾患を有する

歯科疾患患者には，特に全身状態に留意して治

Effect　of　the　intravenous　sedation　with　diazepam　on　the　teeth　extructions　in　the　four　heart　disease

patlents．
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療する必要がある。我々はこれらの患者に精神

鎮静法を応用し，肉体的精神的ストレスを最小

にして重篤な偶発症の誘発の防止を試みてい

る。今回，我々は高令者で心疾患を有する4名

の患者に，Diazepamによる静脈内鎮静法を応

用し，偶発症をみる事なく抜歯を施行し得たの

で報告する。

臨　床　成　績

　1．静脈内鎮静の方法

　Diazepam投与に先立ち，術中の患者管理の

目的でFUKUDA社の心電計CARDIO　TAPE
SFR－12を患者に装着し第II誘導をモニターし

た。麻酔医，術者，助手と3人で1チームを組

み，桃側肘正中皮静脈を確保し等張液を点滴し

た。患者の一般状態に注意しながらDiazepam

のTest　dosis　lmgを静注し，約1分間患者の

状態を観察後Diazepamを毎分2mgの割合で

至適鎮静を得るまで追加投与した。至適鎮静と

は患者の会話速度の遅延や，眼瞼下垂の出現な

どが認められる状態のことである。局所麻酔の

施行は至適鎮静状態を確認後開始するが，原則

としてDiazepamの追加投与を行なわないこ

とにした。また術中術後に予想される高血圧ま

たは低血圧，不整脈に対しては適切に対処しう

る薬剤を準備した。帰宅患者には術後独立徒歩，

Trieger　dot　testで異常のないことを確認し，

責任ある大人の付添いをつけて帰宅を許可し

た。

　2．症例

　　症例1

　患者：岩○貞○，男性，87歳

　主訴：巳歯牙破折による疹痛

診断1巳c・

　既往歴：昭和49年10月頃より収縮期180

mmHg以上の高血圧症，冠不全の診断で現在加

療中である。昭和54年3月，夜間に動悸，胸痛

があり労作性狭心症発作の診断で以後ニトロー

ルを投与されている。

　現病歴：昭和56年9月咀晴中巳歯牙破折する

も心疾患のため歯科治療を見合わせていた。同

51

年10月巳歯牙相当部の頬側粘膜にLiLが原因と考

えられる潰瘍を形成したため治療目的で来院す

る。

　全身所見：血圧160／85mmHg，脈拍数65回／

分，胸部レ線像では右下肺野に肋膜の癒着が認

められる他に特に異常がみられない。

　心電図所見：左軸変位で，第1，第II，　aVL，

V4－6誘導にST低下を認め，散発的な心室性期

外収縮がみられる（図1）。

　治療経過：術前血圧は精神的緊張で170／90

mmHgとやや高値であった。　Diazepam　2．5mg

の投与により血圧は150／80mmHgと下降し至

麻　酔　前

・一投与・1署鐸幸葬
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図2　症例1　術中術後ECG
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図3　症例1　経過表
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図4　症例II　術前ECG
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適鎮静状態が得られた。次いで3％シタネスト

1．5ml浸潤麻酔後，無痛下に抜歯したが，術中

鎮静状態も良好で血圧は150／80mmHgとほぼ

一定し，心電図上にも異常波形はみられなかっ

た。患者は術後2時間で覚醒したが，riskを考

慮し当日は入院させ翌日帰宅させた（図2，3）。

　症例II

　患者：菊○要○，男性，84歳

　主訴：残根による咀噌障害

診断：・辮c、

　既往歴：昭和45年4月より収縮期200mmHg

以上の高血圧，糖尿病のため内科で加療中で

あった。昭和55年4月の心電図で第II誘導に軽

度のST低下，昭和56年7月には心房細動を認

め，冠状動脈硬化症の診断のもとにDigitalisを

服用している。

　現病歴：咀噌障害あるも高血圧症，糖尿病の

ため歯科治療を延期していたが，最近歯牙の高

度な崩壊のため咀囑障害が著明となり来院し

た。

　全身所見：血圧190／120mmHg，脈拍数52回／

分，胸部レ線像には特に異常を認めない。

　心電図所見：第II，　aVF，　V、．6誘導にSTの

低下と心房細動が認められる（図4）。

　治療経過：多数歯抜歯が必要であるが，高血

圧症と冠状動脈硬化症を合併しているため，4

回に分けてDiazepam静脈内鎮静下に局麻下

麻酔・奪i二議毒舞妄

　　　　　　　‡≡二二三：二二三葦三≡Diazepam投与中
　　　　　　　ユニー　一一一一　一一一三

Citanest麻酔中工：＝1≡仁二：：1二：E三；

抜　歯　中

抜　歯　後

三轟i叢ニゴ…三＝

図5　症例II術中術後ECG
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抜歯の放鉗を立てた。初回の処置は鎮静法に慣

れさせるため劃部の抜歯のみにした。患者は麻

酔前過度の緊張のため血圧は230／90mmHgと

高値であったが，Diazepamの投与と共に血圧

は安定し，Diazepam　2．5mgで良好な鎮静状態

が得られた。次いで3％シタネスト1．Oml浸潤

麻酔後抜歯した。術中血圧も190／90mmHgとほ

ぼ一定に保たれ安定した鎮静状態が続き，心電

図でも異常波形はみられなかった。患者は術後

1時間半で充分覚醒したが，高令のため翌日帰

宅させた。なお他の部位の歯も同様な方法で3

回に分けて一週間おきに抜歯したが，いずれも

初回よりは血圧は上昇する事なく，また心電図

上にも異常波形をみる事なく抜歯した（図5，6）。

　　症例III

　患者：佐○木○治，男性，65歳

　主訴：週残根による咀噌障害

診断：週c・

　既往歴：昭和49年12月狭心症の初回発作以来

3回の発作があり，いずれもニトロールで治療

されていたが，昭和56年6月以来ニトロールで

治療困難となった。冠状動脈造影の結果，安静

狭心症との診断を得て加療中である。

　現病歴：昭和56年7月咀噌中週歯牙破折し咀

噛障害を訴え来院した。

　全身所見：血圧110／60mmHg，脈拍数60回／
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図7　症例III術前ECG
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図10　症例III経過表

分である。

　心電図所見：第II，　V3．6誘導にSTの上昇が

認められる。狭心症発作時の心電図では第II，

第III，V3誘導にSTの上昇が認められる（図7，8）。

　治療経過：術前の血圧は120／80mmHgと安

定していたが，Diazepam　7．5mgでVerrillの

徴候と同時に舌根沈下が起き，Jaw　Liftで気道

確保を要した。良好な鎮静状態まで経過観察後，

3％シタネスト2．Omlを浸潤麻酔し抜歯した。

術中血圧はほぼ110／80mmHgに保たれ，やや深

い鎮静が続いたが術中の心電図では特に異常波

形は認められなかった。患者は術後4時間で帰

宅可能となり洞伴者と共に帰宅させた（図9，10）。

　　症例IV

　患者：有○伊○，男性，69歳

岩医大歯誌　8：49－60，1983

　主訴二砦残根による咀噌障害

診断：帯c・

　既往歴：昭和55年7月作業中胸が苦しくな

り，夕方から動悸を訴え内科を受診する。以来

心房細動と冠不全の診断で加療中であった。

　現病歴：以前より晶浮が残根状態で咀噌障害

を訴えていたが，心疾患治療のため歯科治療を

延期していた。最近内科で心疾患がコントロー

ルされたため来院した。

　全身所見：血圧130／80mmHg，脈拍数55回／

分，胸部レ線像に異常はみられない。

　心電図所見：V4．5誘導にST低下を認める

他，特に異常がみられない（図11）。

　治療経過：多数歯抜歯と心疾患を考慮し2回

に分けて抜歯する方針を立てた。初回処置は

ユ山の抜歯を予定し，Diazepam静脈内投与を開

始したが，過度の緊張から血圧は180／105

mmHgと高値を示し，一時心電図に心室性期外

収縮が出現するもDiazepam　5．Omg静脈内投

与で良好な鎮静状態となり心室性期外収縮も消

失した。3％シタネスト1．5mlをユ旦2歯槽部に

浸潤させ抜歯したが，術中収縮期血圧も150

mmHg前後に安定し良好に経過した。患者は術

後約2時間で帰宅可能となり同伴者と共に帰宅

させた。なお可の抜歯も同様な方法で一週間

後に施行したが，患者は初回より術前から緊張

も少なく全経過を通して呼吸循環動態は安定

し，不整脈をみる事なく抜歯を施行しえた（図

12，13）。

考 案

　歯科医療は単に口腔内浸襲にとどまらず，三

叉神経一自律神経反射を介して多大な影響を全

身に与えていることが報告されているD。玉地

ら2）は，歯科治療における浸襲が生体に与える

原因を，疹痛刺激，精神的緊張，局麻剤に含ま

れるエピネフリンの3つに分け，歯科治療に

よって健康人でも30mmHgぐらい，コントロー

ルされた高血圧患者でも50mmHg以上の収縮

期血圧が上昇することを報告している。従がっ

て全身疾患を有する患者の歯科治療に際しては
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図11症例IV　術前ECG
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図13　症例IV　経過表

細心の注意をもって治療にあたる必要がある。

今回われわれは高令で心房細動を有する患者2

名と狭心症を有する患者2名に可及的に循環に

負荷を与えない目的から，Diazepamを用いた

静脈用鎮法を8回応用し良好な結果を得た。

Diazepamは鎮静効果が強い他，筋弛緩作用，

健忘作用があり，歯科領域における精神鎮静薬

としては有用である。Diazepamの循環系に及

ぼす影響は，ほとんどないという報告3－6）と，反

対に抑制するという報告7’8）がある。Ronald9）は，

犬で左室圧とdp／dt　maxの上昇により，心疾

岩医大歯誌　8：49－60，1983

患者への鎮静剤としては有益な効果をもたらす

ことを報告している。Rao．　S，ら8）は，　Diazepam

5－15mgの少量投与では循環系に影響がない事

を報告している。また著者らも同様Diazepam

5－15mgの投与では循環系にほとんど影響がな

いと考えている’°’11）。今回，心疾患患者への

Diazepaln静脈内鎮静法を応用し良好な結果が

得られたが，本例の如き高令者では呼吸循環系

の老人性変化のため心肺機能の予備力低下が加

わるため，鎮静法施行に際しては次に述べる如

く細心の注意が必要である。

　1）．心房細動を有する患者への静脈内鎮静法

　心房細動は各種不整脈のうちでもその頻度が

多く，大部分が僧帽弁狭窄の如く器質的疾患を

有している。僧帽弁狭窄症は洞調律の状態の場

合には何ら自覚症状を呈しないが，心房細動を

合併すると突如として心不全を起こし，さらに

頻脈が伴うと左心耳内に急速に血栓が形成され

塞栓を引き起こす危険があることが報告されて

いる’2）。戸嶋ら13）は，よくコントロールされた僧

帽弁狭窄症に合併した心房細動でも，扁桃腺摘

出術や抜歯などの外科処置で突然頻拍性に移行

することがあり，ジギタリス剤やβ一Blocker剤

の適切な投与が必要であることを報告してい

る。著者らが経験した心房細動患者は高血圧症

を伴う冠動脈硬化症によるもので，降圧剤およ

び頻脈のコントロールのためジギタリスの投与

をうけていた。一般に慢性経過をたどる高血圧

症は，心室肥大により左室complianceの低下

と左室負荷がある。かかる病態に心房細動が合

併すると心房収縮が阻害されて低拍出となる。

さらに冠状動脈硬化が合併すると心筋虚血も伴

うことになり危険な状態となる13）。衣川ら14）は，

高血圧症に心房細動の合併で麻酔後心停止をき

たした症例を報告している。著者らは高血圧症

に心房細動合併例に対し，可及的に循環系への

負荷を軽減する目的からdiazepam静脈内鎮静

法を応用し良好な経過を得た。術中の不整脈と

頻脈に対し各種抗不整脈剤およびdigitalis剤

を準備したが，安定した経過をたどり，これら

薬剤を使用する事なく治療し得た。
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　2）．狭心症を有する患者への静脈内鎮静法

　狭心症は広く虚血性心疾患の中に含まれ，心

筋の酸素需要と供給のアンバランスから生じる

一っの症候群である。1962年のWHOの分類151

によると，虚血性心疾患を，1）労作性狭心症，

2）心筋硬塞，3）中間型，4）無痛性虚血性心疾患

の4型に分類している。安静狭心症は中間型狭

心症に属するが，労作性狭心症と比較し疹痛の

持続が長く，発作が規則正しいパターンで起こ

る。また，運動負荷では胸痛は起こらず，発作

時は心電図上STの上昇が特徴である。玉地2〕

らは，狭心症患者の歯科治療時の注意点として，

中間型の狭心症で疹痛が10分以上続きニトロー

ルで効果が得られない例では，負荷をかけると

心筋硬塞の危険があるとしている。また発作が

最近起こり，段々回数が多くなり持続時間が長

くなる不安定型の狭心症には特に注意が必要

で，安定剤やニトロールの術前使用をすすめて

いる。しかし，著者らはこれらの患者は狭心症

が充分コントロールされてから安定剤を併用し

た歯科治療をすべきと考えている。局麻薬の使
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用については，泰江ら16）は，異型狭心症3名中2

名がエピネフリン0．7mgの皮下注射で発作を

誘発したことから，我々はエピネフリンの含有

した局麻薬をさけ，3％シタネスト局麻薬を

diazepam静脈下に併用し良好な結果を得るこ

とができた。しかし，シタネスト局麻薬は多量

使用により冠動脈収縮作用があるとの報告17）も

あり，狭心症患者への応用に際しては充分注意

する必要がある。

ま と め

　著者らは日常の臨床で精神鎮静法としてdia－

zepamを用いた静脈内鎮静法を応用し良好な

結果を得ているが，今回，心疾患を有する4名

の患者に応用し良好な結果を得たので若干の考

察を加え報告した。

　稿を終えるに際し，御指導を賜わりました沢

内病院内科吉本清信先生に深謝の意を表しま

す。（本論文の要旨は昭和57年2月27日岩手医科

大学歯学会第13回例会において発表した。）

　Abstruct：Diazepam　was　given　intravenously　for　the　purpose　of　treatement　of　anxiety　occuring　during

dental　treatment　to　the　four　heart　disease　patients．　All　patients　were　old　age．　The　results　were

summerized　as　follows．

　1），No　significant　change　was　obserbed　in　respiratory　and　circulatory　function　during　sedation　and

operation．　But　one　patient　was　found　a　Iittle　decrease　in　respiration．

　2），E．C．G．　monitor　and　it’s　record　was　employed　continually　during　sedation　and　operatiorL　One

patient　fell　temporarily　into　ventricular　arrythmia　during　sedation．　But　the　other　patients　did　not　fell

into　arrythmia　during　sedation　and　operation．
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